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例  言

1 本書は長野県埴科郡坂城町における開発事業に伴 う、平成15年度の町内遺跡の試掘調査報告書である。

2 調査の費用は、国庫の補助を得て町費で対応 した。

3 調査の体制

調査指導者 塩入 秀敏 (上田女子短期大学教授、日本考古学協会会員 )

担 当 者 助川 朋広 (坂城町教育委員会学芸員 )

齋藤 達也 (坂城町教育委員会学芸員 )

協 力 者 朝倉 妙子、天田 澄子、坂巻ケン子、関 貴子、谷川 直和、塚田さゆり、

萩野れい子 (以上、町臨時職員 )

4 事務局の構成

教  育  長 大橋 幸文

生涯学習課長 塚田 好一

文 化 財 係 長 助り|1 朋広 (前 出)

文 化 財 係 齋藤 達也 (前 出)

朝倉 妙子、天田 澄子、坂巻ケン子、関 貴子、谷川 直和、塚田さゆり、

萩野れい子 (以上、町臨時職員 )

5 本書の執筆 。編集は齋藤が行った。

6 本書及び調査に関する資料は、坂城町教育委員会の責任下において保管されている。

凡  例

1 本文中の面積は、開発対象面積 と調査面積を記載 し、( )内 に調査面積を記載 した。

2 挿図の縮尺は、各図ごとに縮尺を示 した。

3 遺物の挿図中での表記は、第 1図 1は簡易的に1-1と 表記 した。
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第 I章 坂城町の遺跡の立地と環境

第 1節 自然的環境

坂城町は北信地方と東信地方の接触点にあたり、善光寺平を構成する更埴地方の最南端に位置する。また、

町は貫流する千曲川の氾濫によつて形成された氾濫原と、千曲川に流れ込む小河川がつ くりだす扇状地に

よって形成された幅広い小盆地である坂城盆地に立地している。町の北から東にかけては五里ヶ峰。大峰山。

虚空蔵山をはじめとする標高1100～ 1300m前後の山々が連続 し、千曲市 。真田町 。上田市との市町村界を形

成 し、西は大林山、三ッ頭山などの標高1000m前後の山々が連続 し、千曲市 。上田市との市町村界 となって

いる。南は千曲川右岸の岩鼻と左岸の半過の岩鼻が狭院な地形を形成 し、上田盆地と隔てられている。この

ような地形から、古来よりこの地域は千曲川流域の要衝の地として注 目されてきた。

この地域の気候は、南北に開けた小盆地状をなしていることから、季節風の影響を受けやすいため、夏季

は南風、冬季は北風が強い。また、盆地状になっていることから寒暖の差が大きい。降水量は少なく、日本

で最も雨量の少ない地域の一つとされている。現在では、この気候を生かして、工業が主要な産業 となって

おり、農業では、バラ 。ぶどうの栽培が盛んである。

第 2節 歴史的環境

ここで、坂城町の各時代について代表的な遺跡を挙げつつ、町の歴史的環境について概略的に触れておく

こととする。 (括弧内の数字は 3、 4ページの坂城町遺跡分布図における遺跡番号を示す。)

坂城町で最古の遺物は、約14,000～ 15,000年 前の後期旧石器時代の上 ヶ屋型彫刻器 とされる石器である。

この石器は保地遺跡 (3-1)よ り採集されたものであるが、これ以外に後期旧石器時代の遺物は確認されてい

ない。

縄文時代の遺構 。遺物では早期押型文系の土器が和平A遺跡や平沢遺跡で採集されている。また、平成12

年度に発掘調査が実施された込山C遺跡 (30-3)か らも押型文系の土器片が出土 しているが、これらは現在

整理中である。この他に込山C遺跡では縄文時代前期 。中期の住居址 も確認されている。後期・晩期では、

学史的にも有名な保地遺跡が挙げられる。保地遺跡は昭和40年度と平成11年度に発掘調査が実施されている。

前者は縄文時代後期後半から晩期後半までの土器 。石器群と、後期後半に属するとされる特殊儀礼的遺構の

出土が『考古学雑誌』に報告されている (関  1966)。 後者については、縄文時代後期に位置づけられる再葬

墓が検出されており、少なくとも19個体分の人骨が出土した。他には、込山D遺跡 (30-4)か ら昭和初期に

採集された遮光器土偶の頭部が挙げられる。

弥生時代では、中期以前の調査例がないため状況は不明である。後期後半では、平成 5年度に南条地区の

塚田遺跡 (1-7)で 発掘調査が実施され、この時期に属する竪穴住居址36棟 をはじめとする遺構 と、土器、石

器、土製品、及び鉄器などが出土している。

古墳時代では、前期古墳は確認されていないが、中期古墳には仮称東平 1号墳 。2号墳が挙げられる (註

1)。 これらは、平成 5年度に実施された上信越自動車道建設に伴う発掘調査で、埴輪や土器などの出土から、

1号墳は 5世紀第 2四半期後半、2号墳は 5世紀第 2四半期前半に位置付けられた (若林 1999)。 後期古墳

では、町内でもいくつかの古墳群の存在が知られているが、中でも代表的なものは村上地区の福沢古墳群小
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野沢支群に属する御厨社古墳である。内部施設に千曲川水系最大の横穴式石室を持ち、室全長11.2mを 測 り、

勾玉や切子玉、耳環などが出土 している。古墳時代後期の集落 。祭祀遺跡では、環状に配列された土器群が

検出され、全国的にも注 目された青木下遺跡 (1-8)が代表的である。青木下遺跡は現在整理中である。

奈良時代 。平安時代の遺跡では、中之条地区の中之条遺跡群 (8)と その周辺遺跡に多 くの調査例があ り、

この地域における奈良 。平安時代の状況が徐々に解明されつつある。具体的には、寺浦遺跡 (8-1)、 上町遺

跡 (8-2)、 東町遺跡 (8-3)、 宮上遺跡 (8-5)、 北川原遺跡 (8-6)、 豊饒堂遺跡 (20)、 開畝遺跡 (21)で 調査

が実施され、古墳時代後期後半～平安時代までの集落遺構 と遺物が多数出土 している。また、平安時代の生

産遺跡として坂城地区の土井ノ入窯跡 (32)があり、瓦の生産が行われていたことが分かっている。ここで

生産された瓦は、現在の坂城小学校がある場所に8世紀末から9世紀頃に存在 していたとされる込山廃寺跡

(54)に 用いられたほか、上田市信濃国分寺。国分尼寺、千曲市正法廃寺の補修用の差 し瓦として使用されて

いたことが判明している。

中世に入ると、平安時代後期、寛治 8年 (嘉保元)(1094)に 村上地区に配流されてきた源盛清が後に村上

氏として勢力を持つようになり、戦国時代には村上義清が活躍するようになった。義清の頃、村上氏の居館

は現在の満泉寺一帯に所在 したとされ、その背後にそびえる葛尾山の山頂には、義清が使用 した葛尾城跡が

あるが現存 していない。このほか、中世の遺跡では坂城地区の観音平経塚 (55)を はじめとする経塚 と中之

条地区の開畝製鉄遺跡 (53)が ある。観音平経塚は昭和54年 と平成 4年 に調査がおこなわれたが、平成 4年

の調査では、経塚の年代は14世紀第 2四半期とし、その周辺の五輪塔群の造営時期は14世紀第 2四半期から

16世紀前半頃に位置付けられている (若林 1999)。 開畝製鉄遺跡は、昭和52・ 53年 に坂城町教育委員会に

よって学術調査が実施され、16世紀頃の製鉄炉址 2基が確認されている。この調査は県内初の製鉄遺跡の学

術調査 として学史に位置付けられるものである。

江戸時代に入ると、現在の坂城地区を主体 とする坂木村、中之条地区を主体とする中之条村には幕府代官

所が置かれ、以後明治維新まで天領として支配されたことから、この地域を重要視 していたことがうかがわ

れる。代官所は最初、坂木 (61)に置かれたが、明和 4年 (1767)に 焼失し、その後、安永 8年 (1779)中

之条に代官所 (67)が置かれるようになった。

以上、坂城町の歴史について概略した。

註 1 周知の御堂川古墳群東平支群 1号墳 。2号墳 とは異なる可能性があるため、仮称 とされている。今後、正式な古墳名称

の確定が必要である。

参考文献 (五十音順・敬称略)

坂城町教育委員会 1978『開畝製鉄遺跡―第1次調査報告』 1979『 開畝製鉄遺跡―第2次調査報告』 1993『官上遺跡Ⅱ』 1995『 東裏遺跡』

関 孝一

森嶋 稔ほか

柳沢 亮

若林 卓

1996『 豊饒堂遺跡 。上町遺跡・寺浦遺跡・東町遺跡』 1996『 寺浦遺跡Ⅱ』 2000『開畝遺跡Ⅲ』 2001『宮上遺跡 I・ Ⅱ・皿

Ⅳ』2002『保地遺跡Ⅱ』

1966「 長野県埴科郡保地遺跡発掘調査概報」『考古学雑誌』第51巻第3号

1981『 坂城町誌』中巻 歴史編 (一 )

1998「第5節 開畝遺跡」『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書2』 lul長野県埋蔵文化財センター

1999「第9章 東平古墳群」「第11章 観音平経塚」『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書21』 0長野県埋蔵文化財センター
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図面番号 遺 跡 名 層二   月J 時  代

南条遺跡群 集落址 弥生～平安

南条遺跡群 東裏遺跡 集落址 弥生～平安

南条遺跡群 御殿裏遺跡 (鼠宿 ) 集落址 弥生～平安

-3 南条遺跡群 百々目利遺跡 集落址 弥生～平安

南条遺跡群 中町遺跡 (新地 ) 集落址 弥生～平安

-5 南条遺跡群 田町遺跡 集落址 弥生～平安

-6 南条遺跡群 廻 り目遺跡 集落址 弥生～平安

-7 南条遺跡群 塚田遺跡 (田端 ) 集落址 弥生～平安

-8 南条遺跡群 青木下追跡 水田址、祭示E跡 弥生～平安

2 金井西遺跡群 集落址 縄文～平安

金井西遺跡群 金井遺跡 集落址 縄文～平安

金井西遺跡群 社宮神遺跡 (全井西 ) 集落址 縄文～平安

-3 金井西遺跡群 並木下遺跡 集落址 縄文～平安

3 金井東遺跡群 集落址 縄文～平安

全井東追跡群 保地追跡 集落址 縄文～平安

-2 金井東遺跡群 山金井遺跡 集落址 縄文～平安

-3 全井東遺跡群 大木久保遺跡 (南条小学校敷地 ) 集落址 縄文～平安

金井東遺跡群 酒玉遺跡 集落址 縄文～平安

栗ヶ谷古墳 古 墳 古墳

5 社宮神経塚 経 塚 中世

6 町横尾遺跡 散布地 縄文～平安

7 北畑古墳 古 墳 古墳 (後期 )

8 中之条遺跡群 集落址 縄文～平安

中之条遺跡群 寺浦遺跡 集落址 縄文～平安

-2 中之条遺跡群 上町遺跡 集落址 弥生～平安

-3 中之条遺跡群 東町遺跡 集落址 弥生～平安

中之条遺跡群 北浦遺跡 集落l■ 縄文～平安

-5 中之条遺跡群 宮上遺跡 集落址 縄文～平安

-6 中之条遺跡群 北川原遺跡 集落址 縄文～平安

9 南条塚穴古墳 (塚穴古1責 ) 古 墳 古墳 後期 )

谷川古墳群 古  1賢 古 墳 後期 )

谷川古墳群 入横尾支群 向田古墳 古 1責 古墳 後期 )

谷川古墳群 入横尾支群 刈塚古墳 古 1責 古墳 後期 )

入横尾遺跡 散布地 平安

谷川古墳群 上原支群 古 墳 古墳 (後期 )

前原墳墓群 墳 墓 中世～近世

御堂川古墳群 山口支群 古 墳 古墳 (後期 )

山崎遺跡 散布地 縄文

御堂川古墳群 山崎支群 古 1責 古墳 後期 )

御堂川古墳群 前山支群 古 墳 古墳 後期 )

御堂川古墳群 前山1号墳 古  墳 古墳 後期 )

-2 御堂川古墳群 前山2号 墳 古 墳 古墳 後期 )

-3 御堂川古墳群 前山3号墳 古 1責 古墳 後期 )

御堂川古墳群 前山4号 墳 古 墳 古墳 後期 )

-5 御堂川古墳群 前山5号墳 古 墳 古墳 後期 )

-6 御堂川古墳群 前山6号墳 古  墳 古墳 後期 )

-7 御堂川古墳群 前山7号墳 古 1責 古墳 後期 )

-8 御堂川古墳群 前山8号墳 古 1責 古墳 後期 )

-9 御堂川古墳群 前山9号 1蘭 古 墳 古墳 後期 )

―‐10 御堂川古墳群 前山 0号墳 古 墳 古墳 後期 )

御堂川古墳群 前山 1号墳 古 墳 古墳 後期 )

-12 御堂川古墳群 前山 2号墳 古 墳 古墳 後期 )

―‐13 御堂川古墳群 前山 3号墳 古 墳 古墳 後期 )

-14 御堂川古墳群 前山 4号 1資 古 墳 古墳 後期 )

御堂川古墳群 東平支群 二塚古 1資 古 墳 古墳 後期 )

御堂川古墳群 山田支群 古 墳 古墳 後期 )

豊饒堂追跡 (山崎北遺跡 ) 集落址 縄文～弥生

開畝追跡 集 落 弥生～平安

人塚古墳 古  墳 古墳 (後期 )

四ツ屋追跡群 集落址 縄文～平安

戊久保追跡 集落址 古墳～平安

入田遺跡 散布地 奈良～平安

塚内古墳 (御所沢古1貴 ) 古 墳 古墳 (後期 )

金比羅山遺跡 散布地 縄文～平安

蓬平経塚 経 塚 中世

岡の原窯跡 窯  跡 平安

込山遺跡群 集落址 縄文～平安

込山遺跡群 込山A遺跡 (水上 ) 集落址 縄文～平安

-2 込山追跡群 込山 B遺跡 (社宮神 ) 集落址 縄文～平安

-3 込山遺跡群 込山 C遺跡 (込山 ) 集落址 縄文～平安

込山遺跡群 込山 D遺跡 (横町 ) 集落址 縄文～平安

-5 込山追跡群 込山 E遺跡 (立町 ) 集落址 縄文～平安

日名沢遺跡群 集落址 弥生～平安

―-1 日名沢遺跡群 日名沢追跡 集落址 弥生～平安

日名沢遺跡群 丸山遺跡 集落址 弥生～平安

土井ノ入窯跡 窯  跡 奈良～平安

平林追跡 散布地 縄文

図面番号 遺   跡   名 汗重   男J 時  代

垣外窯跡 窯 跡 平安

平沢遺跡 散布地 縄文

和平遺跡群 集落址、散布地 縄文～平安

和平遺跡群 和平 A遺 跡 集落址 縄文～平安

和平遺跡群 和平 B遺跡 散布地 弥生

-3 和平遺跡群 和平 C遺跡 散布地 平安

金比羅山古
'貴

古  墳 古墳 (後期 )

村上氏館跡 城館跡 中世

馬の背遺跡 散布地 縄文

北 日名経塚 経  塚 中世

北 日名塚穴古墳群 古 '貴 古墳 (後期 )

北 日名塚穴1号墳 古 墳 古墳 (後期 )

-2 北 日名塚穴2号墳 古  墳 古墳 (後期 )

梅 ノ木追跡 散布地 縄文

栗田窯跡 窯 跡 奈良

葛尾城跡 城館跡 中世

出浦沢古1責群 古 墳 古墳 (後期 )

出浦沢古墳群 出浦支群1号墳 古 墳 古墳 (後期 )

-2 出浦沢古墳群 出浦支群2号墳 古  墳 古墳 (後期 )

-3 出浦沢古墳群 出浦支群3号 墳 古 墳 古墳 (後期 )

出浦沢古墳群 出浦支群4号 墳 古 墳 古墳 (後期 )

-5 出浦沢古墳群 出浦支群5号 墳 古 墳 古墳 (後期 )

-6 出浦沢古墳群 島支群1号墳 古  墳 古墳 (後期 )

出浦沢古墳群 島支群2号墳 古  墳 古墳 (後期 )

島遺跡 集落址 弥生～平安

福沢古墳群 古 墳 古墳 (後期 )

福沢古墳群 小野沢支群1号墳 (御厨社古墳 ) 古  墳 古墳 (後期 )

-2 福沢古墳群 小野沢支群2号墳 古  墳 古墳 (後期 )

-3 福沢古墳群 小野沢支群3号墳 (ヤ ックラ古墳 ) 古  墳 古墳 (後期 )

福沢古墳群 小野沢支群4号墳 古 墳 古墳 (後期 )

小野沢遺跡 集落址 弥生～平安

福沢古墳群 越堂支群 古 墳 古墳 (後期 )

福泉寺裏古墳 古 墳 古墳 (後期 )

狐落城跡 城館跡 中世

三水城跡 城館跡 中世

開畝製鉄遺跡 製鉄跡 中世

込山廃寺跡 寺院跡 平安

観音平経塚 経 塚 中世

栗田小鍛冶跡 製鉄跡 中世

塩之原追跡 集落址 奈良～平安

南日名過跡 集落址 弥生～平安

葛尾城根小屋跡 城館跡 中世

姫城跡 城館跡 中世

坂木代官所跡 屋敷跡 近世

田町追跡群 散布地 古墳～平安

御所沢墳墓群 墳  墓 中世

雷平窯跡 窯  跡 平安

中之条石切場跡 採掘跡 近世

砥沢古墳 古 墳 古墳 (後期 )

中之条代官所跡 屋敷跡 近世

帆岨窯跡 窯  跡 平安

観音坂城跡 城館跡 中世

南鯉の川遺跡 (吉祥寺跡 ) 散布地寺院跡 奈良～中世

口留番所跡 屋敷跡 近世

和合城跡 城館跡 中世

高ツヤ城跡 城館跡 中世

虚空蔵山城跡 城館跡 中世

地獄沢黄鉄鉱採掘跡 採掘跡 近世

籠岩遺跡 散布地 平安

出浦城跡 城館跡 中世

上五明条里水田址 水田址 平安～近世

出浦遺跡 集落址 縄文～平安

村上氏館跡 城館跡 中世

福沢氏居館跡 城館跡 中世

小野沢窯跡 窯 跡 奈良～平安

福沢古1貴 群 古 '貴 古1責 後期 )

福沢古墳群 五狭支群1号墳 古  墳 古墳 後期 )

-2 福沢古墳群 五狭支群2号墳 古  墳 古墳 後期 )

-3 福沢古墳群 五狭支群3号墳 古  墳 古墳

“

期 )

荒宿遺跡 集落址 縄文～平安

網推卜原遺跡 集落址 縄文～平安

祭祀跡 祭祀跡 平安

島黄銅鉱採掘跡 採掘跡 近代

島マンガン鉱採掘跡 採掘跡 近代

上平黄銅鉱採掘跡 採掘跡 近代

横吹北国街道跡 街道跡 近世

-3・ 4-
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第Ⅱ章 調査の結果

なか の しょう い せき ぐん

中之条遺跡群 5

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字中之条1372-3

1■lプ レテックミヤ

エ場 。貸 し住宅建設事業

平成15年 4月 15日

940面 (180ぶ )

齋藤達也

遺跡の環境と調査にいたる経緯     、

中之条遺跡群は、御堂川によって形成され

た扇状地上に位置する縄文時代から平安時代

の遺跡群である。本遺跡群内では、寺浦遺跡、

上町遺跡、東町遺跡、宮上遺跡、北川原遺跡

で発掘調査が実施されており、古墳時代から

平安時代にかけての集落の状況が徐々に解明

されてきている。

今回、0プ レテックミヤが遺跡群内に工場

及び貸し住宅の建設を計画したことから、開

発対象地の遺跡の状況を確認するために試掘

調査を実施することとなった。開発対象地は

平成14年度から15年度にかけて実施された豊

饒堂遺跡Ⅲの発掘調査地点の南に隣接 してい

る。

調査結果

東西方向に2本の トレンチを設定して確認

を行ったところ、いずれの トレンチからも地

表面より約40cm下 で土坑l■やピットが検出さ

れた。遺物についても、土師器と思われる土

器片が数点出土 しているが、細片のため所属

時期は不明である。そのため、検出された遺

構の詳細な時期 も推定できなかったが、開発

対象地には遺跡が残つていることが半」明した。

試掘調査位置図 (1:2500)

卜

Ｆ

■

坂
城
オ
リ
ン
パ
ス

葛尾ポ

1号 トレンチ検出状況 (西 より)

2号 トレンチ検出状況 (東 より)

-6-



この結果を踏まえて遺跡の保護措置につい

て原因者と協議を行ったところ、設計変更に

より遺跡の保護層を確保 しつつ開発を行うこ

とが可能 とな り、遺跡は保護 されることと

なった。

I層

Ⅱ層

にぶい黄褐色 (10YR5/3)

粘質±。表±。

にぶい黄褐色 (10YR5/4)

砂礫層。遺構検出面。地山。

基本層序模式図

2号 トレンチ

試掘 トレンチ設定図 (1:200)

-7-



姜跡い泣題
び．
Ｂ性山“込２

地

体

名

間

在
粒
業
劃

ゝ

〃

事

事

調

面  積

担 当 者

坂城町大字坂城字社宮神6119

池田尚弘

集合住宅建設

平成15年 7月 15日 ～

平成15年 7月 17日

1170ぶ (230雨 )

齋藤達也

遺跡の環境と調査にいたる経緯

込山B遺跡は、坂城町大字坂城に広がる込

山遺跡群の一部で、縄文時代～平安時代の集

落址 とされている。また、平安時代に存在し

ていたとされる込山廃寺跡もこの遺跡群内に

ある。

同遺跡群内では、いずれも整理中であるが、

現在までに込山B遺跡や込山C遺跡で試掘調

査や発掘調査が実施されている。込山遺跡群

の詳細については、後述の本章「6 込山D

遺跡Jで触れることとする。

今回の試掘調査は平成13年度に実施された

込山B遺跡の調査地点から50m程北束の地点

で、池田尚弘氏が集合住宅の建設を計画 した

ことから、遺跡の状況を把握するために実施

されたものである。開発対象地は、日名沢川

の南に隣接 していることから、北に下がる地

形であるが、盛土が施されてお り平坦になっ

ている。

調査結果

南北方向に長い トレンチを2ケ所と1号 ト

レンチの北にテス トピットを 1ケ所設定 して

遺跡の確認を行った。土層は盛土層 (基本層

序模式図 I層 )、 遺物包含層 (Ⅱ 層)、 地山層

(Ⅲ 層)の 3層 に分けられ、遺構の検出はⅢ層

の上面で行った。その結果、いずれの トレン

試掘調査位置図 (112500)

1号 トレンチ検出状況 (南 より)

2号 トレンチ検出状況 (南 より)
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チからも地表下70～ 180cmで遺構 と遺物が検

出された。検出された遺構は竪穴住居址、土

坑址、ビットであるが、いずれの トレンチで

も北側では遺構があまり検出されなかった。

これは調査地点の北に隣接 して流れる日名沢

川の影響によるものと考えられる。出土 した

遺物は縄文～平安時代の土器片が数点出土し

ているが、量が少ない上、細片のため、検出

された遺構の時期 を窺い知れるものではな

かった。

以上のことから、開発対象地には遺跡が存

在していることが半J明 したが、開発は遺構が

検出されていない 1号 トレンチの北部とTP

lを 設定した場所で行われる計画のため、発

掘調査は実施せず、工事着手時に立会い調査

を実施することとなった。

I属 にぶい黄褐色 (10YR5/4)
粘質 11.し ま り強い。盛土 .

黒褐色 (10Y佗 /3)粘 質上 .

φlヽ 30mmの礫を多量に合む。
遺物包含層。

にぶい責褐色 (10YR4/3)

砂礫層。遺構検出而。地山 .

Ⅲ層

基本層序模式図

丁Pl検出状況 (北 より)

試掘 トレンチ設定図 (1:400)

-9-



かな い い せき

金井遺跡

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字南条2110

日精樹脂工業株式会社

工場建設

平成15年 7月 29日 ～

平成15年 7月 31日

1620耐 (80雨 )

齋藤達也

遺跡の環境と調査にいたる経緯

金井遺跡は、坂城町大字南条に所在する縄

文時代から平安時代にかけての集落址である。

現在までのところ本遺跡内では発掘調査は実

施されていないが、この遺跡の南、及び西狽l

に隣接する塚田遺跡では、平成 4年度と5年

度に発掘調査が実施されている。道路建設に

伴って実施された前者の調査では平安時代の

水田址などが検出されている。また、工業団

地の建設に伴って実施された後者の調査では

弥生時代の竪穴住居址や土坑址が多数検出さ

れ、弥生時代の集落址であることが確認され

ている。

今回は、日精樹脂工業株式会社が、この地

に既存の工場を解体 して、新たな工場の建設

を計画したため、試掘調査を実施 して遺跡の

確認を行うこととなった。開発対象地は平成

4年度に実施された塚田遺跡の発掘調査地点

の150m程北に位置する。

調査結果

調査は旧工場を解体 した後に実施 した。旧

工場は地中に深 く長大な基礎が敷設されてい

たため、その部分は遺跡が存在 していても、

すでに破壊されている可能性が高かった。そ

のため、試掘 トレンチは基礎による掘削の影

響が少ない部分を選んで 3ヶ 所に設定した。

試掘調査位置図 (1

号 トレンチ検出状況 (東 より)

個

瞳

じ
干
ヒ

一

2号 トレンチ検出状況 (西 より)
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調査の結果、いずれの トレンテからも、約1.7m下で地山と思われる黄褐色の砂礫層が検出されたが遺構

遺物は検出されなかった。この土層は谷川の押 し出しによるものと思われる。

調査では湧水 も見られ、居住に適さなかった状況が今回の調査によって判明した。

I層  にぶい黄褐色 (10YR5/4)

粘質 Jl。 旧工場 に伴 うカクラン層 c

Ⅱ層 にぶい黄褐色 (10YR5/4)

砂礫層。

Ⅲ層 褐灰色 (10YR5/1)シ ル ト。

水田層。

Ⅳ層 暗青灰色 (10BG3/1)シ ル ト。

V層  にぶい黄褐色 (10YR5/4)
砂礫層。地山 ?

基本層序模式図

試掘 トレンチ設定図 (1:400)

3号 トレンチ検出状況 (西 より)

2け トレンチ
1号 トレンチ

3号 トレンチ

―- 11 -―



いり た い せき

入田遺跡

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字坂城字御所沢

7099-1 、 7101--1

有限会社滝沢製作所

工場建設

平成15年 8月 5日

1250雨 (200ぶ )

齋藤達也

遺跡の環境と調査にいたる経緯

入田遺跡は坂城町大字坂城字御所沢に位置

する遺跡で、坂城町遺跡分布図によると、奈

良・平安時代の遺物の散布地とされている。

本遺跡内では試掘調査や発掘調査の実績がな

く、状況は不明な部分が多い。近隣では、規

模や形状は不明であるが塚内古墳が存在して

いる。本古墳は、採集された土師器、須恵器

から6世紀後葉の築造と推定されている。

今回、この遺跡内の西に面した傾斜地に有

限会社滝沢製作所が工場の建設を計画したた

め、遺跡の状況を確認するための試掘調査を

実施 した。

調査結果

開発対象地は前述のとおり西に面 したやや

急な傾斜地であり、居住には適していないが、

同坂城地区には土井の入窯跡や垣外窯跡が存

在していることから、須恵器や瓦の窯が構築

されている可能性が予想された。また、西端

部のやや平坦になった部分に、塚状の積石が

あることが調査前から確認されており、今回

の調査は、この積石が積石塚古墳である可能

性 も考慮した上で、 4ヶ 所にトレンチを設定

した。

調査の結果、傾斜地に設定したすべての ト

レンチでは遺構、遺物が検出されなかった。

試掘調査位置図 (1:2500)

調査区全景 (南東より)

1号 トレンチ検出状況 (西 より)
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積石部分に設定 した 2号 トレンチでは、遺

物が出土 しなかった上、主体部などの施設も

確認できなかったので、積石は後世の耕作等

に伴う集石 (ヤ ックラ)であることが半J明 し

た。

この結果、開発対象地に遺跡は存在 してい

ないことが判明 した。遺跡は調査地点の西の

平坦部に広がっているものと思われる。

I層 にぶい責褐色 (10YR5/4)
粘質土.表土。

にぶい黄褐色 (10YR5/4)

粘質土。 しま り強い。

地山。

ll l啓

基本層序模式図

2号 トレンチ検出状況 (西 より)

3号 トレンチ検出状況 (東 より)

l号 トレンチ

□2号トレンチ

レンチ設定図 (1:700)

-13-
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し址α田
“水り里』条明̈

ご
五“上５

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字上平字出浦176ほ か

株式会社竹内製作所

工場建設

平成15年 10月 27日 ～

平成15年 11月 6日

18290面 (300ぶ )

齋藤達也

遺跡の環境と調査にいたる経緯

上五明条里水田址は、坂城町大字上五明、

上平、網掛にまたがる平安時代から近世の水

田址及び集落址で、千曲川によって形成され

た沖積地上に立地する。本址では過去に発掘

調査が 4回、試掘調査が 6回行われている。

発掘調査は平成 6、 8、 9、 12年度に実施

されている。平成 6、 8年度の調査では仁和

4年 (888年 )の「仁和の洪水」に伴うとされ

る氾濫砂層に被覆された水田址が検出されて

いる。平成 9年度の調査

では 9世紀末から11世紀

に位置付けられる竪穴住

居址や土坑址が検出され

ている。また、平成12年

度に佃わ長野県埋蔵文化財

センターが実施 した発掘

調査では、近世以降に位

置付けられる水田址や土

坑址が検出されている。

今回の開発は株式会社

竹内製作所が工場の北西

の水田部を盛土 して駐車

場、及び資材置場の造成

を計画 したことから始ま

る。計画によれば、駐車

場や資材置場の造成には

| ｀
、

| ロ

 ヽ 口
、ゝ___395

~~｀｀
「デ

||||
出 / 1

|ヽ
、 _|

/1

|

|

ヽ

ヽ

す、、、、

ヽ

一

ゝ
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開発対象地全景 (南西より)

作業風景スナップ

\lgs

竹

沖

楔

枠

所
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掘削が伴わないものの、今後同じ場所に工場

を建設することも予定されていたため、遺跡

が破壊される恐れがあることから試掘調査を

実施 して遺跡の状況を把握することとなった。

当初、開発面積は7830耐であったが、調査終

了後に北側に敷地を拡張することになったた

め、最終的な開発面積 は18290ご となった。

調査地点は平成 6年度に実施された発掘調査

地点から約250m東側に位置 している。

調査結果

開発対象地の 3ケ 所にトレンチを設定 して

遺跡の確認を行った。 トレンチが南に偏って

設定されているのは、調査後に開発対象地が

北に拡張されたためである。

その結果、各 トレンチの断面で水田層と水

田溶脱層が交互に堆積 している状況が確認で

きた (基本層序模式図 I～ X層 )。 また、今回

の調査では平成 6年度及び8年度に行われた

調査で検出された「仁和の洪水」に伴うとさ

れる氾濫砂層は検出されなかった。水田以外

の遺構では、地表面より190～ 220cm下のにぶ

い黄褐色を呈する畑層上面で竪穴住居址や土

坑llLな どを検出した。これらの遺構は 1号 ト

レンチで特に多く検出されているが、それら

は複雑に重複 してお り、遺構の形状や新旧関

係の把握は困難であった。この面 と黒褐色を

呈するⅢ層からは、いずれの トレンチでも古

墳時代から平安時代の土師器、及び須恵器片

が出土 しているため、検出された遺構 も同じ

時期に属するものと考えられる。上面の水田

層についても、平安時代以降の所産であるこ

とがこのことから判明した。出土遺物につい

ては、土器の他に 1号 トレンチで臼玉が 1点

出土し、 3号 トレンチでは小片であるが羽口

片が数点出土 している。これらの出土遺物の

うち、代表的なものについては図示 (第 1図 )

した。

2号 トレンチ検出状況 (南西より)

1号 トレンチ検出状況 (北 より)

3号 トレンチ検出状況 (西 より)
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1-1・ 2は土師器の高不の脚部で、

外部は欠損 している。 3は土師器の長

胴甕で回縁部から胴部まで残存 してお

り、底部は欠損 している。日径は推定

で18.6cmで ある。 1-1～ 3は、いず

れも古墳時代後期から奈良時代の所産

と考えられる。 4は滑石製の臼玉で高

さ0。 9cm、 直径0.8cmで ある。

調査の結果、開発対象地には遺跡が

存在 していることが判明した。この結

果は、拡張された北側の部分について

も同様の傾向を示すものと考えられる。

以上のことから、開発には何 らかの

遺跡の保護措置が必要となり、原因者

である株式会社竹内製作所 と協議を

行った結果、建設のための基礎工事での遺跡破壊を最小限となるよう設計変更をしてもらい、工事に際し立

会い工事を実施することとなった。対象地内においてほとんどの部分は埋土により保存される予定である。

田 4

0           (1:1)
|                  |

0     (1 : 4)     10Cm
l   l   l

第 1図 上五明条里水田址出土遺物実測図

I層 灰色 (N5/0)粘±。水田層。

Ⅱ層 灰オリーブ色 (7.5Y5/3)粘±。 I層 に対応する
水田溶脱層。

Ⅲ層 灰オリーブ色 (7.5Y5/2)シ ルト。水田層。

Ⅳ層 オリープ黄色 (7.5Y6/3)シ ルト。Ⅲ層に対応する
水田溶脱層。

V層 灰色 (N5/0)シ ルト。水田層。

Ⅵ層 オリーブ灰色 (10Y5/2)シ ルト。V層 に対応する
水田溶脱層。

Ⅶ層 灰色 (N5/0)シ ルト。水田層。

Ⅷ層 灰オリーブ色 (7.5Y5/3)シ ルト。Ⅶ層に対応する
水田溶脱層。

Ⅸ層 褐灰色 (10YR5/1)シ ルト。水田層。

X層 オリーブ黄色 (7.5Y6/3)シ ルト。Ⅸ層に対応する
水田溶脱層。

肛層 黒褐色 (10YR3/2)シルト。遺物包含層。

畑層 にぶい黄褐色 (10YR6/3)シルト。遺構検出面。

基本層序模式図

ヽ
、

―

１

／

5cm
|
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1号 トレンチ

3号 トレンチ

2号 トレンチ

試掘 トレンチ設定図



こみ やま でぃ い せき

込山D遺跡

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字坂城6406-1

坂城町商工課

商業インキュベータ施設建設

平成16年 2月 4日 ～

平成16年 2月 6日

510耐 (260雨 )

齋藤達也

遺跡の環境 と調査にいたる経緯

込山D遺跡は、坂城町大字坂城に広がる込

山遺跡群の一部で、縄文時代ヽ平安時代の集

落址 とされている。

込山遺跡群は込山A～ E遺跡で構成 される

遺跡群である。また、同遺跡群内には 9世紀

初頭の寺院址 とされる込山廃寺跡があ り、昭

和28年 に坂城小学校の校庭 を拡張 した際、礎

石 と瓦が出土 している。

込山B遺跡や込山C遺跡では、まだ整理中

ではあるが試掘調査や発掘調査が実施 されて

お り、徐 々にではあるが遺跡の状況が判明 し

つつある。

込山B遺跡では平成11年度 と13年度に町営

住宅の建設に伴って発掘調査が実施 されてお

り、平成11年度の調査では、弥生時代中期の

住居址や土器が検出されたほか、奈良・平安

時代の住居llLが 出土 している。また、布 目瓦

も出土 してお り、この調査地点の南 にあった

とされる込山廃寺跡 と何 らかの関連のあった

集落が存在 していたことが半」明 している。 ま

た、平成13年度の調査では餃具が出土 してい

る。

込山C遺跡では平成12年度 と13年度に坂城

町教育委員会による発掘調査がおこなわれて

いるほか、昭和36年 に縄文時代中期の土器 を

伴 う配石遺構が出土 したことが報告 されてい

試掘調査位置図 (1:2500)

調査区全景 (南 より)

1号 トレンチ検出状況 (北 より)
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る。

坂城保育園建設に伴い平成12年度に実施さ

れた込山C遺跡の調査では、町内では初出と

なった縄文時代前期の竪穴住居址が検出され

たほか、奈良・平安時代の竪穴住居址が検出

されている。また、布日瓦も出土しているこ

とから、平成11年度の込山B遺跡の調査結果

と同様に込山廃寺跡との関連が窺い知ること

ができる。

また、鉄の展示館建設に伴って平成13年度

に実施された込山C遺跡Ⅱの調査では、弥生

時代後期や古墳時代中期の竪穴住居址が検出

されている。

込山D遺跡では発掘調査の実績はないが、

信越線 (現 しなの鉄道)坂城駅の駅前広場の

拡張の際、遮光器土偶の頭部の破片が出土し、

注日されている。

今回の試掘調査は坂城町商工課が商業イン

キュベータ施設の建設を計画したため、遺跡

の状況を把握するために実施 したものである。

調査地点は遮光器土偶が出土 した坂城駅の東

約50mに位置する。

調査の結果

南北に長い トレンチを2ヶ 所に設定して確

認を行った。土層は、にぶい黄褐色粘質上の

表土 (基本層序模式図 I層 )、 黒褐色粘質土の

遺物包含層 (Ⅱ 層)、 及びにぶい黄褐色砂礫層

の地山層 (Ⅲ 層)に分けられ、北にいくほど

浅い深度で地山層が確認できた。Ⅱ層につい

てはトレンチの北倶1で は確認できなかったが、

これは以前の開発で破壊されたためと考えら

れる。遺構の検出はⅢ層上面で行った。その

結果、いずれの トレンチからも地表下約90cm

で竪穴住居址 7棟、土坑址 4基、ピット41基

の遺構が検出された。遺物についても縄文土

器、弥生土器、土師器の破片や石鏃などの石

器、五輪塔などの石製品が出土した。検出さ

1号 トレンチ検出状況 (南 より)

2号 トレンチ検出状況 (北 より)

2号 トレンチ住居址検出状況 (北東より)
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れた竪穴住居址などの遺構については遺物の出

土状況から古墳～平安時代のものと考えられる。

出土遺物については代表的なものを図示 した

(第 2、 3図 )。

2-1～ 8は、縄文時代後晩期の土器片であ

る。以前に出土した遮光器土偶のことと合わせ

て、これらの土器の出土は、この地域に縄文時
lm

代後 。晩期の集落が存在 していたことを推測さ

せるものである。 2-9、 10については、時期

は不明であるが縄文時代の深鉢などの底部と考

えられる。

3-1、 2は黒曜石製の石鏃である。石器は

このほかに黒曜石の石核や打製石斧片、磨石が出土している。

3二 3～ 7は石製品である。主に I層付近で出土 している。

期はいずれも不明である。 3は石鉢、 5は石自で、石自は他に

の空輪、水輪 と思われる。 4は直径17.Ocm、 高さ10.5cmを 測 り、

途は不明である。

この結果、開発対象地の全域に遺跡が存在 していることが判

跡の保護措置について協議を行った。その結果、当初の計画よ

できるように設計が変更されることとなり、遺跡は保護される

I層 にぶい黄褐色 (lCIYR5/3)

粘質土。表±。

黒褐色 (10YR3/2)粘 質±。
遺物包含層。

にぶい黄褐色 (10YR5/4)

砂礫層。遺構検出面。
地山。

基本層序模式図

これらは中世以降の所産であるが、詳細な時

2点出土している。 6、 7はそれぞれ五輪塔

中央部が穿孔されている石製品であるが、用

明したため、原因者である坂城町商工課と遺

りも掘削深度を浅 くし、遺跡の保護層が確保

こととなった。

Ⅱ層

Ⅲ層

く

ヽ

＝

聯 可 2

＼
0      (1 : 4)     10cm

l   l   l

第 2図 込山 D遺跡出土遺物実測図 1
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Ⅷ
ノ
Ψ

一

0 (1:6) 20cm

(3-7)

o (1:1) 5cm
lll (r.2)

第 3図 込山 D遺跡出土遺物実測図 2
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l   住   1

試掘 トレンチ設定図 (1:300)
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まわ

廻 り

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字南条中堰6873-5

ほか

坂城町建設課

町道A09号線建設

平成16年 2月 9日 ～

平成16年 2月 16日

1560耐 (120ぶ )

齋藤達也

遺跡の環境と調査にいたる経緯

廻 り目遺跡は坂城町大字南条の千曲川に

よって形成された自然堤防上に立地する遺跡

で、弥生時代から平安時代にかけての集落llL

とされている。同遺跡内ではこれまでのとこ

ろ試掘調査や発掘調査は実施されていないが、

漁労に用いたとされる土錘が114点採集され

ているほか、 8世紀のものとされる須恵器の

小型平瓶が採集されている。

今回の試掘調査は、坂城町建設課が同遺跡

内の町道A09号線の拡幅を計画 したため、遺

跡の状況を把握するために実施 したものであ

る。

調査の結果

開発は既存の道路の両脇に広がる水田と畑

地に盛土を施 して現道を拡幅する計画である。

そのため、現道に沿って 5つ の トレンチを設

定し、遺跡の状況を確認した。開発対象地は

千曲川に非常に近いため、川の影響を大きく

受けており、現地表面から40cm程下で拳大か

ら人頭大の円礫を多量に含む砂礫層が検出さ

れた。この面で遺構の検出作業を行ったが遺

構・遺物は検出されなかった。

試掘調査位置図 (1:2500)

礎跡
い
」

遍

め
ロロＨ

廻 り目遺跡

1号 トレンチ検出状況 (南 より)

2号 トレンチ検出状況 (北 より)
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開発対象地は『坂城町遺跡分布図』による

と遺跡の西端部の境界線上にあたっている。

今後、同事業の進行に伴い、継続的な試掘調

査を行っていくと遺跡の分布状況が明らかに

できると思われる。

蒻

莉

〔層

ⅡI」

にぶい賞褐色 (10YR5/4)粘 質土.

盛土.

褐灰色 (10YR5/1)シ ルト.

現代水円層.

黄褐色 (25Y5/3)シ ルト.

水田洛脱汗|.

にぶい黄褐色 (10YR5/4)

砂礫層.地山.

3号 トレンチ検出状況 (南 より)

5号 トレンチ検出状況 (南 より)

1号 トレンチ

Ⅲl・

Ⅳ層

基本層序模式図

「

~

5号 トレンチ 4号 トレンチ 2号 トレンチ >//

レ
試掘 トレンチ設定図 (1:1200)
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姜跡い筐題
な名

ひ
ＨＨ
Ｈ南̈８

所 在 地

事業主体

事 業 名

調査期間

面  積

担 当 者

坂城町大字坂城4507-1ほ か

長野県千曲建設事務所

河川改修及び管理用道路建設

平成16年 2月 16日

700面 (20ぶ )

齋藤達也

遺跡の環境 と調査にいたる経緯

南日名遺跡は、坂城町大字坂城に位置する

弥生時代から平安時代の集落址とされる遺跡

である。日名沢川や観音沢川によって形成さ

れた扇状地上に立地している。同遺跡内では

平成 9年度にコミュニティ消防センターの建

設に伴って試掘調査が実施されており、その

調査では土坑址やピットが検出されたほか、

土師器が出土 している。

今年度、長野県千曲建設事務所が同遺跡内

を流れる観音沢川の改修とその管理用道路の

建設を計画した。河川の改修部分については、

遺跡が存在 している可能性が低いことから、

立会い調査を実施 して遺跡が存在 していない

ことを確認 したが、管理用道路の部分につい

ては試掘調査を実施 して、遺跡の確認をおこ

なった。

調査の結果

開発は、既存の道路の北側に沿つて掘削 し、

擁壁を敷設する計画であるため、その部分に

トレンチを設定 して遺構・遺物を確認 した。

現地は南狽1を 観音沢川が流れているため、

南に向かって下がっており、既存の道路は川

に沿って、盛土を施 した上に敷設されている。

土層は2層 に分けられ、地山と考えられる砂

礫層 (基本層序模式図Ⅱ層)は地表面から20

～40cm下で確認でき、その面で遺構の検出を

く一`¬(

南日名遺跡 2

試掘調査位置図 (1:2500)

調査区全景 (東 より)

1号 トレンチ検出状況 (東 より)
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行ったが、遺構や遺物は確認できなかった。

この結果は、この地点が観音沢川の影響を大

きく受けていたことを推測させるものであり、

遺跡は開発対象地の北に広がっているものと

考えられる。

にぶい黄褐色 (10YR5/4)

粘質上。表土。

にぶい黄褐色 (10YR5/6)
砂礫層。地 |11.

基本層序模式図

I層

Ⅱ層

1号 トレンチ検出状況 1(西 より)

1号 トレンチ検出状況 2(西より)

1号 トレンチ

試掘 トレンチ設定図 (1:400)
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報 告 書 抄 録

ふ り が な さかきまちちようないいせきはっくつちようさほうこくしよ

圭
曰 名 坂城町町内遺跡発掘調査報告書 2003

副  書  名 平成15年度試掘調査報告書

巻 次

シ リー ズ 名 坂城町埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第24集

編 著 者 名 齋藤 達也

編 集 機 関 坂城町教育委員会

所  在  地 〒389-0602 長野県埴科郡坂城町大字中之条2222 TEL 0268-82-1109

2004年 3月 31日発行年 月 日

ふりがな

所1又遺跡名

な

地
卿
在

ふ
所

コー ド
北  緯 東 経 調査期間

調査面積

(ピ )

調査原因

市町村 遺跡番号

竿芝T造様群5 穀姦詩笑寧竿芝T 20521 36° 26138‖ 138° 12104‖ 2003年 4月 15日
工場建設事業

貸し住宅建設事業

込山B遺跡 3 坂城町大字坂城 20521 36° 27[52" 138° 1l120"
2003年 7月 15日

2003年 7月 17日
集合住宅建設事業

金井遺跡 20521 36° 25'56‖ 138° 11138‖
2003年 7月 29日

2003年 7月 31日
工場建設事業

入田遺跡 2 段姦詩笑寧段姦 20521 36° 27123" 138° 12:04‖ 2003年 8月 5日 工場建設事業

坂城町大字上 平 20521 36° 27:00" 138° 10'04"
2003年 10月 27日

2003年 11月 6日
300 工場建設事業

込山D遺跡 羨姦詩笑撃段義 20521 36° 27i34‖ 138° 11105‖
2004年 2月 4日

2004年 2月 6日
商業インキユベー

タ施設整備事業

廻り目遺跡 段義詩笑寧宵T 20521 36° 25128“ 138° 11134"
2004年 2月 9日
2004年 2月 16日

町道建設事業

南 日名遺跡 2 坂城町大字坂城 25021 36° 28:02" 138° 11140" 2004年 2月 16日
河川改修及び管理

用道路建設事業

所収遺跡 種 男J 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

中之条遺跡群 5 集落址 縄文～平安 ピット、土坑llL 土師器 ?

込山B遺跡 3 集落址 縄文～平安 竪穴住居址、土坑址、ピット 縄文土器、土師器、須恵器

金井遺跡 集落址 縄文～平安 な し な し

入田遺跡 散布地 奈良～平安 な し な し

上五明条里水田址11
集落址

生産遺跡
古墳～平安 竪穴住居址、土坑l■ 、ビット、水田址 土師器、須恵器、土製品、石製品

込山D遺跡 集落址 縄文～中世 ? 竪穴住居址、土坑址、ピット 縄文土器、土師器、石器、石製品

廻り目遺跡 集落址 弥生～平安 な し な し

南日名遺跡 2 集落址 弥生～平安 な し な し



第 1集

第 2集

第 3集

第 4集

第 5集

第 6集

第 7集

第 8集

第 9集

第10集

第11集

第12集

第13集

第14集

第15集

第16集

第17集

第18集

第19集

第20集

第21集

第22集

第23集

第24集

坂城町埋蔵文化財調査報告書

『開畝製鉄遺跡一第 1次調査報告書』

『開畝製鉄遺跡一第2次調査報告書』

『東裏遺跡』

『中之条遺跡群 宮上遺跡Ⅱ』(概報)

『南条遺跡群 塚田遺跡』

『南条遺跡群 東裏遺跡Ⅱ。青木下遺跡』

『町内遺跡発掘調査報告書』

『町内遺跡発掘調査報告書』

『南条遺跡群 塚田遺跡Ⅱ』

『豊饒堂遺跡 。上町遺跡 。寺浦遺跡 。東町遺跡』

『中之条遺跡群 寺浦遺跡Ⅱ』

『中之条遺跡群 上町遺跡Ⅱ』

『上五明条里水田址』

『町内遺跡発掘調査報告書1995』

『坂城町試掘調査 。立会い調査報告書』

『町内遺跡発掘調査幸艮告書1996』

『戌久保・町横尾遺跡』

『込山Bほか 発掘調査報告書 1997』

『町内遺跡発掘調査報告書1998』

『町内遺跡発掘調査報告書1999』

『開畝遺跡Ⅲ』

『中之条遺跡群 北川原遺跡Ⅱ』

『町内遺跡発掘調査報告書2000』

『中之条遺跡群 宮上遺跡 IoⅡ oⅢ ・Ⅳ』

『金井東遺跡群 保地遺跡Ⅱ』

『町内遺跡発掘調査報告書2001』

『町内遺跡発掘調査報告書2002』

『豊饒堂遺跡Ⅲ』

『坂城町町内遺跡発掘調査報告書2003』 (本書)
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